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主論文 

Phototherapy with blue and green mixed light is as effective against 

unconjugated jaundice as blue light and reduces oxidative stress in the Gunn 

rat model 

 

高非抱合型ビリルビン血症に対する光療法における青色と緑色光を混合した光療

法は青色光単色と治療効果は同等であり、かつ光酸化ストレス反応を軽減する

—Gunn ratモデルにおける検討— 

 

 

Yumiko Uchida, Yukihiro Morimoto, Takao Uchiike, Tomoyuki 

Kamamoto, Tamaki Hayashi, Ikuyo Arai, Toshiya Nishikubo, 

Yukihiro Takahashi. 
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論文審査の要旨 

 新生児黄疸への光療法は実臨床において既に普及している。光源は欧米では

青色光（LED 治療器）が用いられるのに対し、我が国では緑色光（蛍光管）が

用いられている。申請者はまず、NICU 入院児の新生児黄疸患児を対象に青色

光と緑色光における減黄（黄疸の軽減）効果を後方視的に検討した。その結果、

両者とも同等の効果が得られたが、緑色光蛍光管にも酸化ストレスを発生する

青色光が含まれることを明らかにした。次に、波長域や放射照度をより厳密に

調整できることから、青色光と緑色光の光源として LEDを使用した。近紫外部

の青色光（440 nm未満）は DNA傷害を惹起することが知られているため、こ

の波長をフィルターで除去した青色光、緑色 LED、mixed LED（フィルターし

た青色 LED と緑色 LED の放射照度を半量ずつ組み合わせたもの）などの照射

条件で黄疸モデルの Gunnラットを用い各々24時間ずつ光療法を行った。その

結果、減黄効果は、同一の光エネルギー量でmixed LEDにより、青色光と同等

の効果が得られること、また青色光には強い酸化ストレス作用がみられるが、

mixed LED には酸化ストレスの軽減効果がえられること、緑色光 LED 単独で

は効果がないことを明らかにした。以上の結果から、mixed LED照射は治療効

果を備えかつ副反応が少ない理想の黄疸治療法と考えられた。 

本研究は新生児黄疸に対する光療法の新規治療法となりうる可能性を示唆し

ており、有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに新生児医療の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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